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支

所

統

合

問

題

で
、

市

自

治

連

合
会

（

谷

正

男

会
長

、
36

学

区

）

が
、

同

問

題

解

決
の

た

め

、

よ

り

良

い
案

を

求

め

て

行

な
っ

て

い

た

市

と
市

内

７

ブ

ロ

ッ
ク

ご

と

の

協

議

会
が

終

了

、

市

自
治

連

は

、

ブ

ロ

ッ

ク
協

議

の

会

議

録

を
ま

と

め

市

内
36

学

区

の

自

治

連
合

会

会

長

に

公

表
し

た

。

市

内
36

支

所

を
10

支

所

に

統
合

、

集

約

す

る

当
初

案

に

公

表

以
来

、

各

学

区

か
ら

反

対

意

見

が

相
次

い

だ

が

、

こ
の

ブ

ロ

ッ

ク

協

議

で
越

直

美

市

長

は

「
よ

り

良

い

案

を
つ

く

る

な

か

で
統

合

支

所

の

数

や
場

所

も

変

わ

る
可

能

性

が

あ

る

。

当
初

考

え

て

い

た

タ
イ

ム

ス

ケ

ジ

ュ
ー

ル

も

決

ま

っ
て

い

る

も

の

で

は
な

い

」

と

発

言
、

今

後

の

住

民

側

と
の

協
議

で
、

統
廃

合
さ

れ
る

支
所
の

数
や

実
施

時
期

に
つ

い
て

、
変

更
も

あ
り

う
る

こ
と

を

示
唆

し
た
。

各
学
区
か
ら
反
対
の
声
が

相
次
い
だ
こ
と
で
市
と
市
自

治
連
合
会
は
、
今
年
度
当
初
、

「
よ
り
良
い
次
の
案
が
決
定

す
る
ま
で
36
学
区
の
市
民
セ

ン
タ
ー
は
、
設
置
を
継
続
す

る
」
こ
と
を
確
認
、
市
内
７

ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
市
と
学
区

自
治
連
合
会
側
で
協
議
会
を

開
催
、
互
い
に
意
見
を
出
し

合
い
合
意
点
を
探
る
こ
と
に

し
た
。

こ
の
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
は
、

６
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬
に

か
け
て
開
催
、
市
か
ら
は
越

市
長
、
市
民
部
幹
部
、
学
区

自
治
連
側
か
ら
は
学
区
自
治

連
合
会
長
、
自
治
連
役
員
、

自
治
会
長
ら
が
出
席
。
学
区

自
治
連
側
か
ら
統
合
反
対
理

由
や
市
の
行
政
姿
勢
に
対
す

る
質
問
、
疑
問
点
が
相
次
い

だ
の
に
対
し
、
出
席
し
て
い

た
越
市
長
が
主
に
答
弁
、
市

が
打
ち
出
し
た
支
所
統
合
案

を
含
む
市
民
セ
ン
タ
ー
改
革

案
に
理
解
を
求
め
た
。

越
市
長
は
こ
の
中
で
、
10

支
所
の
統
合
に
つ
い
て
は

「
最
終
決
定
で
は
な
い
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
み
な
さ
ん

の
ご
意
見
を
聞
い
て
よ
り
良

い
案
を
つ
く
り
た
い
。
よ
り

良
い
案
を
つ
く
る
な
か
で
10

と
い
っ
た
数
や
場
所
が
変
わ

る
可
能
性
は
あ
る
と
考
え
る
」

と
発
言
、
32
年
度
か
ら
始
め

る
と
し
た
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
も
「
見
直
し
て

ゆ
く
。
決
ま
っ
て
い
る
も
の

で
は
な
い
」
と
述
べ
、
今
後

は
学
区
ご
と
の
説
明
会
を
開

催
、
住
民
と
の
対
話
姿
勢
を

み
せ
た
。

同
市
長
は
公
民
館
の
使
い

方
に
つ
い
て
「
公
民
館
を
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
す

る
こ
と
で
、
よ
り
地
域
に
合

わ
せ
た
活
動
が
で
き
る
。
市

の
施
設
で
あ
る
以
上
、
一
定

の
ル
ー
ル
が
必
要
だ
が
、
学

区
の
意
見
を
参
考
に
条
例
改

正
を
し
て
自
由
な
コ
ミ
セ
ン

に
し
た
い
」
と
述
べ
、
法
に

縛
ら
れ
使
い
勝
手
の
悪
い
公

民
館
を
よ
り
住
民
が
使
い
や

す
く
な
る
よ
う
な
条
例
改
正

の
可
能
性
も
示
め
し
た
。

統合問題が議論されている日吉台市民センター

学
区
自
主
防
災
会
（
高
村

克
彦
会
長
）
は
、
「
学
区
防

災
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
改

訂
、
見
直
し
を
行
い
９
月
の

学
区
自
治
連
合
会
定
例
会
で

提
案
し
た
。
同
定
例
会
は
、

各
丁
連
絡
員
の
新
設
を
除
き
、

行
動
基
準
と
避
難
場
所
に
つ

い
て
の
見
直
し
を
了
承
し
た
。

高
村
会
長
に
よ
る
と
、
最

近
の
大
阪
北
部
地
震
や
、
相

次
ぐ
台
風
襲
来
で
、
平
成

26
年

12
月
に
改
定
、
各
丁

に
配
布
し
た
「
改
訂
版
防
災

初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
が
実
情

に
あ
わ
な
く
な
り
見
直
し
を

決
定
、
自
主
防
災
会
で
議
論

を
し
て
い
た
。

主
な
改
定
点
は
、
「
防
災
、

気
象
に
か
か
る
正
式
な
用
語

へ
の
変
更
」
「
日
吉
台
幼
稚

園
閉
園
に
伴
う
同
幼
稚
園
の

避
難
場
所
の
廃
止
」
「
各
丁

連
絡
員
の
新
設
及
び
役
割
の

明
確
化
」
「
地
震
震
度
に
よ

る
行
動
基
準
の
変
更
」
「
２

次
避
難
場
所
の
地
域
確
定
」

の
５
点
。

こ
の
地
震
に
よ
る
行
動
基

準
の
変
更
は
、
こ
れ
ま
で
地

震
震
度
「
５
強
」
で
行
っ
て

い
た
住
民
の
安
否
確
認
を
学

区
の
高
齢
化
社
会
を
考
え

「
５
弱
」
の
地
震
発
生
で
実

施
、
学
区
定
例
会
で
震
度
判

断
を
野
々
口
学
区
自
治
連
合

会
会
長
と
高
村
学
区
自
主
防

災
会
長
が
判
断
、
連
絡
に
あ

た
る
こ
と
と
し
た
。

２
次
避
難
場
所
に
つ
い
て

は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
と
日
吉

台
小
と
し
、
閉
園
と
な
っ
た

日
吉
台
幼
稚
園
は
廃
止
す
る
。

１
丁
目
、
２
丁
目
の
住
民
は

市
民
セ
ン
タ
ー
、
３
丁
目
、

４
丁
目
の
住
民
は
小
学
校
を

避
難
場
所
と
す
る
。

各
丁
連
絡
員
の
新
設
に
つ

い
て
は
、
各
丁
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
が
出
さ
れ
、
定
例

会
と
し
て
判
断
す
る
に
至
ら

ず
、
改
め
て
自
主
防
災
会
で

検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

学
区
空
き
家
対
策
委
員
会

は
、
今
年
８
月
に
実
施
し
た

学
区
空
き
家
現
況
再
確
認
調

査
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
。

同
委
は
、
今
回
の
調
査
で
、

前
回
調
査
の
空
き
家
の
う
ち
、

所
有
者
と
連
絡
が
と
れ
な
い

空
き
家
を
学
区
基
準
の
空
き

家
と
定
め
、
こ
の
新
基
準
の

空
き
家
が

40
戸
あ
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

平
成

28
年
に
学
区
に
空

き
家
対
策
委
が
設
置
さ
れ
た

直
後
、
大
津
市
、
市
の
委
託

を
受
け
た
都
市
環
境
研
究
所

三
重
事
務
所
、
学
区
空
き
家

対
策
委
が
共
同
で
空
き
家
確

認
調
査
を
実
施
、
こ
の
時
に

は
学
区
１
６
８
０
世
帯
の
う

ち
１
１
５
戸
の
空
き
家
を
確

認
し
た
。

そ
の
後
、
学
区
内
で
新
築

や
リ
フ
ォ
ー
ム
、
不
動
産
売

買
な
ど
が
相
次
ぎ
、
現
況
が

大
き
く
変
化
、
正
確
な
情
報

と
今
後
の
対
策
活
動
を
よ
り

進
展
さ
せ
る
た
め
再
調
査
す

る
こ
と
に
し
た
。

調
査
は
、
平
成

28
年
に

実
施
し
た
調
査
の
デ
ー
タ
を

も
と
に
空
き
家
対
策
委
員
の

各
丁
委
員
が
実
地
に
足
を
運

ん
で
調
査
し
た
ほ
か
、
各
丁

役
員
、
個
人
情
報
に
配
慮
し

な
が
ら
近
所
の
聞
き
込
み
な

ど
を
し
て
現
状
を
確
認
、
委

員
会
で
調
査
結
果
を
持
ち
寄

り
検
討
、
空
き
家
数
を
認
定

し
た
。

空
き
家
数
は
、
前
回
調
査

の
１
１
５
戸
か
ら
大
幅
に
減
っ

て
い
る
が
、
今
回
、
学
区
独

自
の
空
き
家
基
準
を
定
め
、

所
有
者
や
家
人
が
時
た
ま
訪

れ
、
管
理
し
て
い
る
ケ
ー
ス

や
委
託
し
て
管
理
し
て
い
る

空
き
家
な
ど
を
基
準
か
ら
省

い
た
た
め
大
幅
減
の
数
値
が

で
た
。
学
区
空
き
家
対
策
委

で
は
「
空
き
家
の
調
査
基
準

は
さ
ま
ざ
ま
あ
り
。
今
回
の

数
値
は
、
純
粋
に
空
き
家
と

思
わ
れ
る
家
屋
に
つ
い
て
絞

り
込
ん
だ
」
と
し
て
い
る
。

同
委
は
、
市
の
空
き
家
対

策
推
進
室
に
所
有
者
不
明
や

連
絡
が
と
れ
て
い
な
い
新
基

準
で
認
定
し
た
40
戸
の
デ
ー

タ
を
送
り
、
所
有
者
の
調
査

や
連
絡
方
法
の
調
査
な
ど
を

依
頼
す
る
。

旧
滋
賀
銀
行
日
吉
台
出
張

所
前
で
９
月
行
わ
れ
た
学
区

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
マ
ル

シ
ェ
で
「
し
が
健
康
友
の
会
」

の
青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
行

わ
れ
た
。
当
日
は
、
ベ
テ
ラ

ン
看
護
師
２
人
の
血
圧
測
定

と
健
康
相
談
そ
し
て
骨
密
度

測
定
が
行
わ
れ
た
。

骨
密
度
測
定
は
足
の
踵

（
き
び
す
）
に
超
音
波
を
当

て
る
検
査
。
女
性
19
人
、
男

性
５
人
の
計
24
人
が
受
診
し

た
。
骨
密
度
測
定
で
数
値
が

優
れ
な
い
人
に
は
、
主
催
者

側
が
医
療
機
関
で
精
密
検
査

の
受
診
を
勧
め
る
一
方
、
す

ご
く
数
値
の
良
い
人
も
。
質

問
で
、
野
外
で
の
テ
ニ
ス
を

し
て
い
る
と
話
し
て
お
り
、

主
催
者
で
は
「
太
陽
の
光
と

ス
ポ
ー
ツ
が
必
要
だ
な
と
思

う
」
と
話
し
て
い
る
。
「
健

康
友
の
会
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
ら
れ
る
女
性
の
骨
密
度

の
測
定
を
勧
め
て
い
る
。
今

後
は
、
10
月
27
日
、
日
吉
台

市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
う
学
区

文
化
祭
と
来
年
１
月
に
社
会

福
祉
協
議
会
の
「
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
」
で
骨
密
度
測
定
を

予
定
し
て
い
る
。
無
料
。

統
廃
合
の
時
期
、
数
、
場
所
の
変
更
あ
り
う
る

良
い
案
求
め
住
民
と
協
議
提
案

支所問題

越市長・7ブロック協議で

学
区
防
災
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
見
直
し

震
度
５
弱
で
安
否
確
認

空
き
家
数
、
新
基
準
で
40
戸

空
き
家
対
策
委
現
況
再
確
認
調
査
で

骨
密
度
測
定
な
ど
実
施

青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
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学
区
夏
ま
つ
り
実
行
委
員

会
は
９
月
初
旬
開
い
た
反
省

会
で
、
今
年
度
猛
暑
で
中
止

に
な
っ
た
夏
ま
つ
り
の
開
催

時
期
に
つ
い
て
協
議
、
来
年

度
の
夏
ま
つ
り
は
例
年
ど
お

り
７
月
最
終
週
の
土
曜
日
に

開
催
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

平
成

30
年
度
の
第

20
回

夏
ま
つ
り
は
７
月

28
日
の

開
催
を
決
め
開
催
準
備
を
進

め
て
き
た
。
し
か
し
、
例
年

に
な
い
猛
暑
に
襲
わ
れ
、
各

地
で
熱
中
症
を
心
配
し
て
イ

ベ
ン
ト
や
行
事
中
止
に
追
い

込
ま
れ
、
学
区
夏
ま
つ
り
も

や
む
な
く
中
止
と
な
っ
た
。

反
省
会
で
も
猛
暑
下
の
開

催
の
是
非
が
論
議
。
時
期
を

ず
ら
す
べ
き
と
の
意
見
も
出

さ
れ
た
が
、
今
年
の
よ
う
な

状
況
に
な
れ
ば
そ
の
つ
ど
開

催
す
る
か
ど
う
か
判
断
す
る

こ
と
で
意
見
が
一
致
、
例
年

ど
お
り
の
開
催
を
決
め
た
。

夏
ま
つ
り
で
は
、
ス
テ
ー

ジ
出
演
に
あ
た
っ
て
練
習
を

重
ね
て
い
る
団
体
や
グ
ル
ー

プ
が
お
り
、
中
止
と
な
っ
た

場
合
、
こ
れ
ら
出
演
者
の
た

め
に
発
表
の
場
を
設
け
る
こ

と
も
決
め
た
。
例
年
夏
ま
つ

り
が
中
止
の
場
合
、
模
擬
店

食
料
品
材
料
の
即
売
会
を
日

曜
日
の
午
後
２
時
、
市
民
セ

ン
タ
ー
で
予
定
し
て
お
り
、

こ
の
即
売
会
と
合
わ
せ
て
こ

の
発
表
会
を
行
な
う
こ
と
に

し
て
い
る
。

大
津
市
自
治
協
働
課
は
、

市
内
学
区
で
行
う
組
回
覧
と

ポ
ス
タ
ー
掲
示
に
つ
い
て
配

布
ル
ー
ル
を
見
直
し
９
月
開

催
の
市
自
治
連
合
会
定
例
会

に
提
示
し
た
。
新
ル
ー
ル
で

の
実
施
は
31
年
度
当
初
を
予

定
し
て
い
る
が
、
厳
格
に
実

施
さ
れ
る
と
、
こ
れ
ま
で
の

組
回
覧
や
掲
示
ポ
ス
タ
ー
の

配
布
は
大
幅
に
削
減
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

市
か
ら
学
区
に
依
頼
さ
れ

る
組
み
回
覧
、
掲
示
ポ
ス
ー

掲
示
は
、
五
月
雨
式
に
し
か

も
配
布
数
が
膨
大
で
自
治
会

や
配
布
す
る
側
の
自
治
会
組

長
ら
の
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
配
布
の

削
減
は
、
市
か
ら
住
民
に
対

す
る
情
報
提
供
の
削
減
に
も

つ
な
が
る
と
い
う
声
も
あ
り

同
市
自
治
協
働
課
が
、
情
報

提
供
の
あ
り
方
も
含
め
、
配

布
ル
ー
ル
を
検
討
し
て
き
た
。

新
ル
ー
ル
は
、
配
布
す
る

組
回
覧
、
掲
示
依
頼
ポ
ス
タ
ー

は
、
「
ご
み
収
集
」
「
防
災
」

「
福
祉
」
を
基
本
と
す
る
。

こ
の
３
点
を
基
本
に
「
市
民

生
活
に
直
接
影
響
の
あ
る
も

の
」
に
つ
い
て
も
配
布
の
対

象
と
す
る
。
こ
の
新
ル
ー
ル

で
、
市
民
に
伝
達
で
き
な
い

情
報
に
つ
い
て
は
、
「
広
報

お
お
つ
」
の
活
用
を
基
本
に

「
メ
ー
ル
配
信
」
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
る
。

配
布
が
五
月
雨
式
に
な
ら

な
い
よ
う
配
布
時
期
は
月
の

初
旬
に
開
催
さ
れ
る
市
自
治

連
合
会
定
例
会
後
の
３
日
間

の
間
に
各
支
所
に
到
着
さ
せ

る
こ
と
に
す
る
。
自
治
協
働

課
は
、
新
ル
ー
ル
を
各
課
に

徹
底
さ
せ
る
ほ
か
、
各
支
所

に
は
、
こ
の
市
の
配
布
に
便

乗
し
た
回
覧
文
書
、
配
布
文

書
の
持
込
が
多
数
あ
り
、
こ

れ
ら
持
ち
込
み
文
書
に
つ
い

て
は
、
各
支
所
で
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

学
区
自
治
連
合
会
（
野
々

口
義
信
会
長
）
と
学
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
（
林
堅
太
郎

会
長
）
は
、
９
月
14
日
、
大

津
市
堅
田
の
江
若
交
通
を
訪

問
、
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
―
同
堅
田

駅
間
を
運
行
す
る
浜
大
津
線

の
バ
ス
を
Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂
本

駅
経
由
と
す
る
要
望
書
を
提

出
し
た
。

要
請
に
訪
れ
た
の
は
、
野
々

口
・
学
区
自
治
連
会
長
、
林
・

学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
長
、

村
澤
真
保
呂
・
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
事
務
局
長
ら
。
江
若

交
通
は
、
河
原
田
政
人
・
取

締
役
、
杉
江
繁
和
・
経
営
企

画
部
長
が
対
応
し
た
。

要
望
に
よ
る
と
、
近
年
１

６
１
号
沿
い
に
は
、
大
型
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
は
じ
め
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
、
飲
食
店
チ
ェ
ー

ン
、
大
型
ド
ラ
ッ
ク
ス
ト
ア

な
ど
が
出
店
、
沿
線
住
民
に

は
、
必
須
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。

日
吉
台
学
区
は
近
年
高
齢

化
が
顕
著
。
免
許
を
返
納
す

る
住
民
が
増
加
、
車
に
乗
れ

な
い
住
民
に
と
っ
て
は
、
こ

の
１
６
１
号
沿
い
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
は
、
行
き
た

く
て
も
ゆ
け
な
い
地
域
の
ひ

と
つ
。
江
若
バ
ス
浜
大
津
線

の
バ
ス
、
Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂
本

駅
初
午
前
11
時
半
前
後
と
午

後
４
時
半
前
後
の
１
日
２
本
、

復
路
は
Ｊ
Ｒ
堅
田
駅
初
そ
れ

ぞ
れ
90
分
後
の
バ
ス
を
Ｊ
Ｒ

比
叡
山
坂
本
駅
経
由
と
し
て
、

１
６
１
号
沿
線
と
日
吉
台
住

宅
地
を
有
機
的
に
結
合
し
て

欲
し
い
と
し
て
い
る
。

要
望
に
対
し
江
若
側
は

「
昨
年
ま
で
観
光
客
の
利
用

を
見
込
ん
で
Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂

本
駅
と
お
ご
と
温
泉
を
結
ぶ

た
め
Ｊ
Ｒ
比
叡
山
坂
本
駅
に

も
接
続
し
て
い
た
が
、
１
カ

月
あ
た
り
平
均
利
用
者
が
15

人
し
か
お
ら
ず
昨
年
の
ダ
イ

ヤ
改
正
時
、
社
内
で
真
っ
先

に
問
題
に
な
り
や
め
た
経
緯

が
あ
る
。
要
望
が
あ
っ
た
か

ら
と
い
っ
て
す
ぐ
に
復
活
す

る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」

と
答
え
、
浜
大
津
線
の
比
叡

山
坂
本
駅
経
由
は
、
難
し
い

と
の
判
断
を
示
し
た
。

そ
の
う
え
で
「
比
叡
山
坂

本
駅
か
ら
古
墳
公
園
、
堀
場

製
作
所
経
由
で
１
６
１
号
に

出
る
路
線
が
昼
間
１
日
あ
た

り
８
本
ほ
ど
あ
り
、
こ
の
路

線
を
利
用
し
て
浜
大
津
線
に

乗
り
換
え
て
欲
し
い
」
と
紹

介
し
た
。

免
許
返
納
者
へ
の
配
慮
と

し
て
、
「
事
業
者
の
バ
ス
協

会
の
割
引
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
る

が
、
大
津
市
か
ら
の
財
政
支

援
は
な
い
」
と
明
言
、
市
に

対
し
、
学
区
と
共
同
し
て
働

き
か
け
行
な
う
こ
と
を
提
案

し
て
き
た
。

学
区
で
は
、
江
若
バ
ス
の

日
吉
台
線
の
相
次
ぐ
ダ
イ
ヤ

削
減
で
危
機
感
を
持
ち
、
28

年
か
ら
「
江
若
バ
ス
に
乗
ろ

う
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
て
お
り
、
同
社
は
「
利
用

客
減
は
止
ま
っ
て
い
な
い
が

他
地
域
よ
り
も
減
少
率
は
低

い
」
と
学
区
の
こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
に
感
謝
の
意
を
表
明
。

学
区
と
し
て
は
引
き
続
き
、

要
請
活
動
を
行
う
と
と
も
に

「
江
若
バ
ス
に
乗
ろ
う
」
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
も
さ
ら
に

力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い

る
。

敬
老
月
間
中
の
９
月
９
日
、

学
区
社
会
福
祉
協
議
会
主
催

の
第
14
回
「
福
祉
ま
つ
り
～

敬
老
の
つ
ど
い
～
」
が
日
吉

台
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
。
参
加
し
た
お
年
寄
り
た

ち
は
、
式
典
の
あ
と
繰
り
広

げ
ら
れ
た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
ゲ
ー
ム
な
ど
が
あ
る
お
楽

し
み
広
場
、
模
擬
店
な
ど
行

事
を
満
喫
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
い
た
。

長
寿
を
祝
う
式
典
「
敬
老

の
つ
ど
い
」
に
は
、
学
区
在

住
の
75
歳
以
上
の
在
住
者

の
う
ち
１
１
８
人
が
出
席
。

参
加
者
中
最
高
齢
、
１
０
０

歳
に
な
る
達
脇
勉
さ
ん
と
安

田
定
さ
ん
も
元
気
な
姿
を
見

せ
た
。
開
会
式
で
呉
屋
之
保
・

学
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

が
「
ご
長
寿
を
心
か
ら
お
祝

い
し
ま
す
。
支
え
あ
い
で
住

み
よ
い
日
吉
台
を
み
ん
な
で

つ
く
っ
て
ゆ
こ
う
」
と
あ
い

さ
つ
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
越
直
美
・
大
津
市
長
が

「
滋
賀
県
は
健
康
長
寿
日
本

一
だ
。
こ
う
し
た
行
事
に
元

気
で
参
加
で
き
る
こ
と
が
、

長
寿
に
つ
な
が
る
。
こ
の
敬

老
の
集
い
を
機
に
ま
す
ま
す

お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
、
お
祝
い

の
言
葉
を
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
今
年
米
寿
を
迎

え
た
19
人
の
う
ち
式
典
に
出

席
し
て
い
た
８
人
に
お
祝
い

の
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

福
祉
ま
つ
り
で
、
笑
顔
満
開

社
協
主
催
・
敬
老
の
つ
ど
い

学
区
・
江
若
バ
ス
路
線
で
要
望

浜
大
津
線
、
比
叡
山
坂
本
経
由
で
運
行
を

江若本社

で交渉

組
み
回
覧
、
ポ
ス
タ
ー
配
布
を
見
直
し

市
・
31
年
度
実
施
予
定

例年通り7月最終土曜日開催

猛暑対策で検討

福祉まつりで、アトラクションを楽しむ

参加の高齢者ら

夏まつり


